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中部地方の大規模斜面崩壊の地質特性

地下地質環境の調査研究（地下花崗岩中の割れ目形成と変質特性）
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地下地質環境のイメージ
地下は割れ目や断層が分布し、
地下水との反応に伴う変質も

形成されている。

割れ目の形成と
変質研究を展開

地下割れ目の事例

（スケッチとコア写真）

割れ目の多くには充
填鉱物が形成されて
おり、鉱物種や充填
状態を調べることで
割れ目の形成履歴を
知ることができる。

・割れ目および充填
鉱物の形成モデル

地下深部で割れ目が
形成され、花崗岩体
の上昇に伴う応力の
解放と地下水の循環
によって層状（サン
ドイッチ構造）の充
填鉱物が形成されて
いく。

・地下花崗岩中の割れ目形成
プロセス

花崗岩は、貫入後の冷却を経
て、初生的な割れ目を形成し
た後、岩体隆起に伴う応力開
放、地下水循環によって充填
鉱物と変質を形成する。

・地下花崗岩中の割れ目形成
プロセス

花崗岩は、貫入後の冷却を経
て、初生的な割れ目を形成し
た後、岩体隆起に伴う応力開
放、地下水循環によって充填
鉱物と変質を形成する。

３Dレーザースキャナーを用いた坑壁地質観察の効率化-瑞浪超深地層研究所における適用事例-

最尤法による３Dレーザースキャナの画像処理結果
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可視画像＋地質スケッチ（約7.6×2.4m）
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日本原子力研究開発機構 東濃地科学センターでは岐阜県瑞浪市において地下研究施設(瑞浪超深地層研究所)を建設中です。

研究坑道掘削工事の速やかな展開 ⇒ 施工の一環として実施している坑壁地質観察の時間短縮が必要

効率的かつ調査品質を減じることのない地質情報取得手法の構築
地質区分のみならず割れ目の走向・傾斜算出の適用性を確認

崩壊土量が100万立米を越え
るような大崩壊は、頻度は低い
が、ひとたび発生すれば人間生
活に大きな影響を与える。その
ような大崩壊は中部地方南部で
は付加体分布域で発生すること
が多い（図１、２）。

これらの崩壊は、風化侵食に
対する抵抗力の弱いメランジュ
の上に、抵抗力の強い石灰岩が
衝上する地質構造の所で発生す
ることが多い（図３）。

図２ 「越美の三大崩れ」（左からナンノ谷、徳山白谷、
根尾白谷）

図３（左）
美濃帯の
大規模崩壊地の
地質構造
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伊吹山（図４および図５a）も図３に示
した地質構造をもち、過去に何度も大規
模な崩壊を起こしている。特に、約5,200
年前と34,000年前の西面の巨大崩壊の際
には、天然ダムが形成され、せき止湖堆
積物（図５b, d, e, 図６）が残された。

図５（左下）
伊吹山西面の大崩壊
（a）による崩壊堆積物
（c, f）とせき止湖堆積
物（b, d, e）及び含まれ
る樹木遺体（g）。

図６（右）
せき止湖堆積物の顕微鏡
写真。堆積物には葉理が
発達し（a, b）、砕屑粒
子（c, d）、珪藻（e）、
シデライト（f）などを
含む。スケールバーの長
さはa, cが1mm、b, dが
0.5mm、e, fが0.1mm 。

図４（左）伊吹山西面の地形図。過去２回の大崩壊により
石灰岩角礫層が堆積し、せき止湖が形成された。

3次元レーザースキャナの活用について検討 ⇒
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図１中部地方の地質図
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